

























































































































































































































































































































































































































































2 E.Husserl: Husserliana IV, S.301, 邦訳『イデーン II-II』（立松弘孝・榊原哲也訳、みすず書房、2009）、
152 頁。
3 E.Husserl: Husserliana IV, S.298, 邦訳 148 頁。
4 E.Husserl: Husserliana IV, S.299, 邦訳 149 頁。
5 T. Sparrow: The End of Phenomenology: Metaphysics and the New Realism, Edinburgh Univ Pr, 2014.
6 例えば、宇宙論における人間原理を思い起こせばよい。青木薫:『宇宙はなぜこのような宇宙な
のか 人間原理と宇宙論』（講談社現代新書、2013）参照。
7 E.Husserl: Husserliana IV, S.297, 邦訳 147 頁。
8 E.Husserl: Husserliana IV, S.299, 邦訳 150 頁。
9 E.Husserl: Husserliana IV, S.297, 邦訳 147 頁。
10 E.Husserl: Husserliana IV, S.299, 邦訳 150 頁。







12 E.Husserl: Husserliana IV, S.300, 邦訳 150 頁。
13 E.Husserl: Husserliana IV, S.301, 邦訳 152 頁。
14 E.Husserl: Husserliana IV, S.300, 邦訳 151 頁。
15 アリストテレスの第一実体とは、それ自体は述語になれない主語であり、それこそが個体であ
る。ここには主語と述語、実体と性質、特殊と普遍という伝統的な対概念がある。
16 E.Husserl: Husserliana IV, S.301, 邦訳 151 頁。























24 稲垣諭：『衝動の現象学』（知泉書館、2007）、とりわけ IV 章を参照。
25 E.Husserl: Husserliana XIV, S.41.
26 A.ベルクソン:「変化の知覚」、『思想と動くもの』（河野与一訳、岩波文庫、1998）、234 頁。
27 前掲書 230 頁。



























43 稲垣諭: 経験の記述―働きの存在論 ドゥルーズ・ガタリとオートポイエーシスの分岐」、『「エ
コ・フィロソフィ」研究 vol.6』（2012）、91₋107 頁。
44 G.ドゥルーズ+F.ガタリ:『千のプラトー（中）』（宇野邦一他訳、河出文庫、2010）253 頁参照。
45 G.ベイトソン:『精神の生態学』（佐藤良明訳、新思索社、2004）431 頁参照。
46 H.R.マトゥラーナ、F.J.ヴァレラ:『オートポイエーシス―生命システムとはなにか』（河本英夫
訳、国文社、1991）。
114
自然　　環境　　人間
